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八
街
市
の
各
区
を
紹
介
し
ま
す
（

八
街
市
の
各
区
を
紹
介
し
ま
す
（
3232
）【
岡
田
区
】

）【
岡
田
区
】

　

八
街
市
に
は
39
の
区
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
そ
の
地
域

な
ら
で
は
の
歴
史
や
文
化
が
あ
り
、

そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
同
士
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
自
治
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
岡
田
区
を
紹
介
し
ま

す
。

　

私
た
ち
の
岡
田
（
お
か
だ
）
区

は
、
自
然
豊
か
な
里
で
、
目
の
前

に
は
田
園
風
景
が
広
が
り
、
春
に

は
山
桜
、
夏
に
は
青
々
と
し
た
涼

し
げ
な
田
ん
ぼ
、
秋
に
は
黄
金
に

染
ま
っ
た
稲
穂
な
ど
、
季
節
に
よ

っ
て
違
っ
た
情
景
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
30
数
世
帯
が
住

む
小
さ
な
区
で
す
が
、
区
内
に
は

 

「
馬
頭
観
世
音
堂
（
ば
と
う
か
ん

ぜ
お
ん
ど
う
）」
や
、
８
つ
の
御
社

 

（
お
や
し
ろ
）
が
あ
る
「
岡
田
の

神
社
集
落
」
な
ど
の
歴
史
的
な
史

跡
が
あ
り
ま
す
。

　

馬
頭
観
世
音
は
馬
の
守
り
仏
で

あ
り
ま
す
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、

鎌
倉
時
代
、
一
頭
の
白
馬
が
岡
田

の
村
に
現
れ
倒
れ
て
か
ら
は
、
馬

に
乗
っ
て
こ
の
辺
り
を
通
る
と
落

馬
す
る
な
ど
、
不
吉
な
こ
と
が
相

次
い
だ
た
め
、
村
人
た
ち
が
僧
侶

を
招
き
、
馬
頭
観
世
音
を
彫
り
祀

っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
明
応
８
年
（
１
４
９
９
年
）

に
現
在
の
場
所
へ
馬
頭
観
世
音
堂

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
お
堂
に
は
、

馬
に
関
す
る
数
多
く
の
絵
馬
が
奉

納
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
昔
は
、

馬
の
病
気
を
治
そ
う
と
参
拝
者
が

訪
れ
、
特
に
１
月
18
日
、
10
月
18

日
の
お
祭
り
の
日
は
、
遠
近
を
問

わ
ず
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
っ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
お
堂
の
わ
き
に

あ
る
道
を
上
っ
た
所
に
は
競
馬
場

の
跡
が
あ
り
、
昭
和
25
年
頃
ま
で
、

お
祭
り
の
日
に
こ
の
場
所
で
レ
ー

ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
祭

り
は
現
在
も
行
わ
れ
て
お
り
、
お

祭
り
の
日
に
は
馬
頭
観
世
音
像
が

御
開
帳
さ
れ
、
誰
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
堂
は
、
地
域
住

民
が
毎
月
交
代
で
清
掃
す
る
な
ど
、

地
域
全
体
で
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
御
奉
謝
（
お
び
し
ゃ
）

や
子
安
講
（
こ
や
す
こ
う
）、
ど
ん

ど
ん
火
な
ど
の
伝
統
的
な
行
事
も

地
域
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
度
岡
田
区
を
訪
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
八
街
市
区
長
会
事
務
局

　

 

（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎
３
１
２
‐
１
１
４
０

馬頭観世音堂

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
優
れ
た
芸
術

作
品
を
身
近
に
鑑
賞
い
た
だ
く
た

め
、
本
市
に
ゆ
か
り
が
あ
る
作
家

に
よ
る
芸
術
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

 

「
や
ち
ま
た
ア
ー
ト
ピ
ッ
ト
」
を

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
内
在
住
の
陶
芸
家

高
橋
朋
子
氏
の『
金
銀
彩
水
指「
游

ぐ
月
」』（
陶
芸
）
で
す
。

や
ち
ま
た
ア
ー
ト
ピ
ッ
ト
作
品
を
展
示

や
ち
ま
た
ア
ー
ト
ピ
ッ
ト
作
品
を
展
示

　

展
示
期
間
は
、
３
カ
月
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課（
中
央
公
民
館
内
）

　

☎
４
４
３
‐
１
４
６
４

　

教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
相

談
員
連
絡
協
議
会
と
共
催
で
、「
少

年
少
女
の
つ
ど
い
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

時
２
月
５
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

内
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

対
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小
学
生

少
年
少
女
の
つ
ど
い
大
会
参
加
者
を
募
集

少
年
少
女
の
つ
ど
い
大
会
参
加
者
を
募
集

定
60
人
（
先
着
順
）

費
無
料

申
申
込
書
兼
同
意
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
社
会
教
育
課
（
中

　

央
公
民
館
内
）
に
申
し
込
み
。

〆
１
月
14
日
㈮

持
上
履
き
・
水
筒

問
社
会
教
育
課

　

☎
４
４
３
‐
１
４
６
４

　

 

「
通
行
中
に
散
歩
し
て
い
る
犬

か
ら
い
き
な
り
か
ま
れ
た
」  

「
放

た
れ
て
い
る
犬
に
か
ま
れ
て
、
け

が
を
し
た
」
な
ど
の
咬
傷
事
故
は
、

散
歩
時
の
不
注
意
や
逃
げ
出
し
た

と
き
、
自
宅
の
玄
関
、
庭
先
の
飼

育
場
所
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

咬
傷
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　

散
歩
の
際
は
必
ず
リ
ー
ド
に
つ

な
ぎ
、
必
要
以
上
に
長
く
し
な
い

よ
う
に
し
、
飼
い
犬
を
確
実
に
制

御
で
き
る
人
が
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
は
お
と
な
し
い
犬
で
も
、

子
ど
も
や
初
対
面
の
人
に
対
し
て

は
攻
撃
的
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
玄
関
や
道
路
に
面
す
る
場
所

な
ど
で
飼
育
す
る
こ
と
は
避
け
ま

し
ょ
う
。 

　

首
輪
が
ゆ
る
ん
だ
り
、
古
く
な

っ
た
鎖
や
リ
ー
ド
が
切
れ
て
、
犬

が
逃
げ
出
し
た
事
例
も
あ
る
の
で
、

首
輪
な
ど
は
定
期
的
に
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

　

犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合

犬
に
よ
る
咬
傷
（
こ
う
し
ょ
う
）
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

犬
に
よ
る
咬
傷
（
こ
う
し
ょ
う
）
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

は
速
や
か
に
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
４
７
６
‐
９
３
‐
５
７

１
１
）
や
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ

　
　
　

ま
た
、
犬
に
か
ま
れ
た
ら

か
ん
だ
犬
の
飼
い
主
は

　

か
ま
れ
た
人
の
け
が
の
手
当
て

や
病
院
へ
の
搬
送
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
保
健
所
で
狂
犬
病

予
防
法
に
基
づ
き
調
査
を
行
う
の

で
、
印
旛
保
健
所
（
☎
４
８
３
‐

１
１
３
７
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

事
故
が
起
き
た
理
由
を
考
え
、

再
発
防
止
に
必
要
な
措
置
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

犬
に
か
ま
れ
た
人
は

　

速
や
か
に
病
院
で
け
が
の
手
当

て
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
犬
の
飼

い
主
が
い
る
と
き
は
、
名
前
や
住

所
を
聞
い
て
、
印
旛
保
健
所
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

　

☎
４
４
３
‐
１
４
０
６

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
方
は
、
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
保
険
税
（
料
）
が
減
免
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
が
減
免
と
な
り
ま
す
。

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者

　

が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を

　

負
っ
た
世
帯
の
方

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生
計

　

維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込
ま

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
保
険
税
の
減
免

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
保
険
税
の
減
免

　

れ
、
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す

　

る
世
帯
の
方

①
事
業
収
入
や
給
与
収
入
な
ど
、

　

収
入
の
種
類
ご
と
に
見
た
収
入

　

の
い
ず
れ
か
が
、
前
年
に
比
べ

　

て
10
分
の
３
以
上
減
少
す
る
見

　

込
み
で
あ
る
こ
と

②
前
年
の
所
得
合
計
額
が
１
０
０

　

０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

③
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種
類

　

の
所
得
以
外
で
前
年
の
所
得
合

　

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ

　

る
こ
と

問
国
保
年
金
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
３
９

　

毎
年
、
１
月
１
日
時
点
で
、
土

地
・
家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供

す
る
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、
償

却
資
産
（
固
定
資
産
）
の
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈪

※
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
場
所　

課
税
課

提
出
方
法

　

窓
口
・
郵
送
・

　

ｅ
L
Ｔ
ａ
ｘ 

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

　

償
却
資
産
の
申
告
は
、
ｅ
L
Ｔ

ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
便
利

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
か

ら
無
料
で
申
告
手
続
き
が
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ
L
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ｅ

L
Ｔ
ａ
ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
☎
０

５
７
０
‐
０
８
１
４
５
９
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
課
税
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
１
６

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
は
１
月

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
は
１
月
3131
日
㈪
ま
で

日
㈪
ま
で

問

問

時場内対

定費申〆持問 問

問 問

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
│
０
８
１
５
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